







平成 17年度か ら3年間,学力向上拠点形成17r業 (俺かな学力育成U)実践研究事凝)の指定
を受けた｡TT梅軒 よ平成 8年度より,習熟産別少人数授英 幸,平成 13年度に本校は導入 し,









と分析 を行 うことか ら始めた｡
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場面において,振 り返 りシー トを.碁か
せ授業を振 り返 らせる.
･自己評価能力を育てるとともに,生徒
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の 3つの柱を立てて収 り組みを進めたJ 川
年度 3月に朽実施 した ｢数学に関するア ノ
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リハ リ｣r反応力 (適切な リスポンス)｣
｢復唱｣｢間｣｢雰Uf･l気｣rムー ト｣｢声｣









(平成 19年 7月に本校独 自で実施)
現 3年生が 1学期を終えろにあたって意
識調査を本校独 Elに 3rTil巨川)調寂を尖施 し
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(4)現 3年17.の 3年刷の取 り削みの傭略図
3年生の成長曲線
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本 コー スと応用 コー スの分 け方 と指導に
客観性がもてた,A
(3)明確 さは力な V)
提菜 U)ね らいであ り,到達 R博であるB
基準を明確に示 し,生徒 と授業者が ｢】槽を




リン トに して生徒に示す ことL'lt,1授業や
1単九の 目標が明確(二な り,意欲付 けにな















欲や態度 を育てろことにつなが った と思
われる｡今後 も,授 業の中でどこの部分で
何の 目的 で数学的活動 を取 り入れた ら効
果的/lこ〝)かを研究 していきたい｡
(5)自己評価活動
授 業の最後【一,援濃を′振 り返 らせ る｢意
欣だけでなく,授業内零の即解度や 考え
方など評価することができ-/･ 対象 と自











てきた日日分 もやればできるんだ L･い う
自信を も,Jた とい うことであるC確かに
学力u)格差はあるか Ji,知れないが,学習
に対す る充実感や満足感 とい う点てみれ
ば,確美に差が縮 ‡っているはずである｡
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8.終わ りに
『いきいきとtコLl学ぶ歌学授業』U)典現化
を目指 し,受動的な学びか ら碓動的な意思
ある学び-向けて,嫌々な方法に取 り組み
実践 してみたOまだまだ,授Xi-の改善は拭
いているO理想を掲げ.絶えず試行錯誤 し
ていきたい｡
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